


北陸ーの温室.3Cごう
大
門
町
市
の
井
施
設
園
芸
組
合

*
マ
ス
カ
ッ
ト
・
オ
ブ
・

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア

市
の
井
地
区
で
温
室
ぶ
ど
う
栽
培
が
は

じ
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
四
三
年
。
現
在
で

は
栽
培
農
家
二
四
戸
、
ハ
ウ
ス
五
二
棟
、

北
陸
一
の
規
模
を
誇
る
ま
で
に
な
っ
て
い

ヲ令
。

エ
ジ
プ
ト
原
産
の
マ
ス
カ

ッ
ト
・
オ
ブ

-
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
と
い
う
最
高
級
品

種
が
作
ら
れ
、
八
月
中
旬
か
ら
十
月
上
旬

の
期
間
に
収
穫
さ
れ
る
。
現
在
は
県
内
出

荷
だ
け
だ
が
、
や
が
て
は
、
本
県
の
特
産

物
と
し
て
県
外

へ
の
出
荷
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

*
加
温
栽
培
で
出
荷
早
ま
る

こ
と
し
か
ら
加
温
栽
培
が

一
部
で
試
み

ら
れ
、
普
通
よ
り
一
か
月
も
早
い
七
月
中

旬
か
ら
の
出
荷
が
可
能
に
な

っ
た
。

こ
の
加
温
栽
培
の
普
及
や
品
質
、
出
荷

の
統
一
が
今
後
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
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-
福
祉
手
当
制
度
と
は

家
庭
の
中
で
家
族
の
方
の
介
護
を

の
よ
う
な
方
々
。

③
両
眼
の
視
力
の
和
が

0
・
O
二
以

下
の
も
の

受
け
て
い
る
「
重
度
の
障
害
者
」
は

県
内
で
約
六
、
四

O
O
人
で
す
。

@
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用
い
て

も
音
声
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

こ
の
方
々
に
対
し
て
は
従
来
か
ら

家
庭
奉
仕
員
(
ホ

l
ム
へ
ル
パ

l
)

や
介
護
人
を
派
遣
し
た
り
、
そ
の
他

な
い
程
度
の
も
の

の
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を

の
福
祉
施
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た

有
す
る
も
の

の
は
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

@
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も

今
回
創
設
さ
れ
た
、
重
度
障
害
者

σ〉

を
対
象
と
し
て
十
月
一
日
か
ら
支
給

⑧
両
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

。
岡
大
腿
を
二
分
の
一
以
上
失
っ
た

さ
れ
る
福
祉
手
当
制
度
は
、
そ
の
障

害
に
よ
る
精
神
的
ま
た
は
肉
体
的
な

も
σ〉

負
担
の
一
部
を
補
お
う
と
い
う
目
的

①
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と

が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す

の
も
の
で
す
。

」
の
福
祉
手
当
の
創
設
に
伴
な
っ

る
も
の

て
、
従
来
の
重
度
の
精
神
お
よ
び
身

@

別
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か

身
体
の
機
能
の
障
害
ま
た
は
長
期

体
障
害
を
あ
わ
せ
も
つ
障
害
者
の
方

々
に
支
給
さ
れ
て
い
た
、
特
別
福
祉

に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病

状
が
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認

め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
日
常

手
当
は
今
年
の
九
月
で
廃
止
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
こ
ん
ど
の
福
祉

手
当
に
吸
収
さ
れ
る
形
で
引
き
つ
が

生
活
の
用
を
弁
ず
る
こ
と
を
不
能

れ
ま
す
。

な
ら
し
め
る
程
度
の
も
の

-
福
祉
手
当
の
対
象
者
は

①
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各
号

福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
る
方
は

と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程

次
の
よ
う
な
重
度
の
障
害
者
で
す
。

度
の
も
の

@
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護

を
要
す
る
よ
う
な
障
害
者
で
、
次

②
身
体
の
機
能
の
障
害
も
し
く
は
病

状
ま
た
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す

受給のしくみ*詳しくは県・市の福祉事務所

または町村役場へ

お問合せください。

「
所
得
税
非
課
税
世
帯
」

に
ま
で
制
限
を
緩
和
す
る
も
の
で
、
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十
月
か
ら
所
得
制
限
が
緩
和
に

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
公
費
負
担
制
度

重
度
心
身
障
害
者
は
、
長
期
に
わ

た
る
介
護
を
必
要
と
し
、
物
心
両
面

で
本
人
と
家
族
の
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
低
所
得
の
世

帯
で
、
医
療
費
が
家
計
の
大
き
な
負

担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

昨
年
十
月
か
ら
、
重
度
心
身
障
害
者

の
医
療
費
公
費
負
担
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方
は
一
オ
か
ら
五

十
九
才
ま
で
の

一
級
も
し
く
は

級
の
身
体
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は
療

育
手
帳
(A
)
の
交
付
を
受
け
た
方
で

す
。た

だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
こ

と
し
九
月
ま
で
、
対
象
者
の
属
す
る

世
帯
が
「
市
町
村
民
税
均
等
割
課
税
L

以
下
の
世
帯
の
ば
あ
い
に
、
医
療
費

が
給
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
度
の
改

る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が

前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら

れ
る
程
度
の
も
の

@
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

@
身
体
障
害
者
療
護
施
設
等
の
施
設

に
入
所
し
て
い
な
い
在
宅
者
で
あ

る
こ
〉
」
。

市在住の障害者

。
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
年
金
等

で
、
廃
疾
を
支
給
事
由
と
し
て
年

金
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

(
た
だ
し
、
障
害
福
祉
年
金
に
つ

い
て
は
、
そ
の
受
給
者
で
あ
っ
て

も
福
祉
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
す
。)

-
福
祉
手
当
の
受
給
方
法
は

福
祉
手
当
の
支
維
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
受
給
資
格
に
つ
い
て
、

福
祉
事
務
所
長
の
認
定
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

認
定
請
求
は
、
「
福
祉
手
当
認
定

請
求
書
」
で
行
な
い
ま
す
か
ら
、
こ

れ
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
市
在
住

の
方
は
市
の
福
祉
事
務
所
へ
、

町
村

在
住
の
方
は
、

町
村
役
場
へ
そ
れ
ぞ

れ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
役
場
か
ら

県
の
福
祉
事
務
所
へ
届
け
ら
れ
ま
す

①
認
定
診
断
書

②
所
得
証
明
書

③
住
民
票
の
写
し

正
は

十
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

」
の
所
得
制
限
の
緩
和
に
よ
り
新

た
に
対
象
と
な
る
方
、
ま
た
受
給
資

格
が
あ
り
な
が
ら
ま
だ
受
給
資
格
証

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
市

町
村
の
窓
口
で
受
給
資
格
の
登
録
申

請
を
行
い

「
請
求
圭
田
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
際
保
険
証
、
印
鑑
、
身

「
受
給
資
格
証
」
と

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
)

こ
の
「
受
給
資
格
証
」
と
「
請
求

書
L

、
そ
れ
に
保
険
証
を
あ
わ
せ
て
病

院
や
診
療
所
の
受
付
に
出
せ
ば
、
す

べ
て
の
疾
病
に
つ
い
て
無
料
で
診
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

市
町
村
の
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
添
付
書
類
に
つ
い
て

は
、
省
略
が
認
め
ら
れ
る
ば
あ
い
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
詳
し
く
は
県

・
市

の
福
祉
事
務
所
か
町
村
役
場
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

-
福
祉
手
当
の
支
給
額
と
支
給
月
は

月
額
四
千
円
で
す
。
県

・
市
の
福

祉
事
務
所
か
ら
直
接
重
度
障
害
者
本

人
に
支
給
き
れ
ま
す
。

支
給
さ
れ
る
月
は
、

一
月
と
五
月

と
九
月
の
三
回
で
四
カ
月
分
が
ま
と

め
て
支
給
き
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
本

年
度
に
つ
い
て
は
、
十
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
三
カ
月
分
が
五
十
一
年
一

月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

3 

.福祉手当の所得制限は (単位円)

他の手当と同様に所得による支給制限があり ます。

扶養親族
0 人 1 人 2 人 3 人等の数

障害者
600，000 762，500 982，500 1，202，500 本 人

扶養義務
1，632，500 1，852，500 2，072，500 者等

老人扶養親族等がいるぱあいは若干異なる 算定になります



伸ばそう坐かそう
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

かくれた能力

@
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
の
つ
ど
い

障
害
を
克
服
し
て
働
い
て
お
ら
れ

る
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
明

日

へ
の
向
上
を
励
ま
す
激
励
大
会
と
、

事
業
主
、
関
係
機
関
、
福
祉
関
係
者

の
セ
ミ
ナ
ー
と
が
行
わ
れ
ま
す
。

@
ア
ピ
リ
ン
ピ

ッ
ク

(
全
国
障
害
者

技
能
競
技
大
会
)
へ
の
選
手
派
遣

技
能
労
働
者
と
し
て
の
能
力
を
開

発
し
、
社
会
に
参
加
す
る
誇
り
を
も

つ
た
め
に
、
こ
と
し
は
叩
月
日

・
日

.
げ
日
の
日
程
で
千
葉
県
六
方
町
で

聞
か
れ
ま
す
。
過
去
三
回
の
大
会
で
、

富
山
県
か
ら
は
、
金
賞
三
人
、
銀
賞

一
人
の
受
賞
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

優
良
従
業
員
の
表
彰

@
心
身
障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
と

@
運
動
に
ち
な
ん
だ
児
童
絵
画
募
集

障
害
児
関
係
施
設
と
特
殊
教
育
学

校
(
学
級
)
生
徒
か
ら
募
集
。

@
心
身
障
害
者
雇
用
好
事
例
集
、
心

身
障
害
者
求
職
情
報
の
発
行

*
こ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
雇
用
率

未
達
成
事
業
所
に
対
す
る
行
政
指

す
。

導
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

心身障害者雇用促進月間

毎
年
九
月
の
「
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」

苦

の

聖

女

と

し

て

有

名

な

故

へ

レ

ン

・

ケ

ラ

|

女

史

の

来

日

を
機
に
設
け
ら
れ
た

「身
体
障
害
者
職
業
更
生
週
間
」

発

展

し

た

も

の

で

す

。

県

で

は

、

期
間
中
、

は

カ、

勺

と

共

催

で
、

富
山
県
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
協
会

一

大

県

民

運

動

を

展

開

し

ま

す

。

県

民

の

皆

さ

わ

け

て

も

事

業

主

の

方

々

の

深

い

ご

理

解

を

お

願

い

し

んま

す

。

雇
用
促
進
の
た
め
に

「
人
間
尊
重
」
「
福
祉
優
先
」
が

叫
ば
れ
て
い
る
今
日
。
心
身
障
害
を
も

っ
た
多
く
の
方
が
、
社
会
生
活
の
糧

で
あ
る
就
職
の
上
で
、
大
き
な
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
背
負
っ
て
生
き
て

い
ま
す
。

自
分
の
仕
事
場
を
も
ち
、
も
て
る

能
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
健
康
な

者
と
並
ん
で
社
会
の
な
り
た
ち
に
参

加
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
方
々
の

〈
ね
が
い

〉
で
あ
り
、

〈
生
き
が
い

〉

一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
就

で
す
。

職
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
社
会
全
体
の
課
題
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

関
係
行
政
機
関
で
は
、
昭
和
三
五

年
の
「
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
」

重

に
定
め
ら
れ
た

《
身
体
障
害
者
雇
用

率
制
度
》
に
よ

っ
て
、
官
公
庁
、
民

間
事
業
所
に
対
す
る
身
体
障
害
者
の

雇
用
勧
奨
を
軸
に
、
施
策
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
身
体
障
害
者
の
雇
用

率
を
み
る
と
、
官
公
庁
で
は
全
体
と
し

て
達
成
さ
れ
、
民
間
事
業
所
で
も
年

を
追

っ
て
上
昇
す
る
と
い
う
よ
う
に

就
業
の
男
女
平
等
を

働
く
婦
人
の
福
祉
運
動

近
年
、
婦
人
の
職
場
進
出
は
著
し

く
、
勤
労
婦
人
は
雇
用
者
総
数
の
三

9
月
日
日

l
m
日

分
の

約
一
、
二

O
O万
人
に
達
し

て
い
ま
す
。
ま
た
年
ご
と
に
、
平
均

年
令
、
中
高
年
令
層
の
比
率
、
ま
た

有
配
偶
者
比
率
も
高
ま
っ
て
い
て

婦
人
労
働
者
の
過
半
数
は
既
婚
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

勤
労
婦
人
が
産
業
と
社
会
に
果
た

す
役
割
が
今
後
い
や
っ
そ
う
大
き
く
な

り
、
婦
人
の
生
涯
に
占
め
る
職
業
生

活
の
比
重
も
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
害
謀
、
労
働
基
準
法
、
勤

労
婦
人
福
祉
法
な
ど
法
律
上
の
男
女
の

平
等
は
規
定
き
れ
て
い
ま
す
が
、

実
質

的
な
面
で
は
必
ず
し
も
実
現
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
あ
り
、
教
育

・
訓
練

雇
用
等
に
つ
い
て
も
種
々
問
題
が
あ

る
よ
う
で
す
。

働
く
婦
人
の
福
祉
運
動
は
、
こ
の

よ
う
な
現
状
に
対
し
、
経
済
社
会
で

の
婦
人
の
役
割
と
重
要
性
を
、
広
く

社
会
一
般
に
知
ら
せ
、
働
く
婦
人
自

雇
用
状
況
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
交
通
事

故
や
産
業
災
害
の
多
発
に
よ
っ
て
、

障
害
者
数
が
年
々
増
加
し
、
か
つ
、

障
害
の
度
合
い
が
重
度
化
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
心
身
障
害
の
方
の

雇
用
促
進
と
就
業
の
安
定
に
と
っ
て
、

従
来
以
上
に
厳
し
い
経
済
情
勢
を
迎

え
て
い
る
現
況
で
す
。

こ
れ
ら
の
難
関
を
突
破
す
る
た
め

に
は
、
関
係
行
政
機
関
の
強
力
な
対

策
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
、
障

害
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
自
身
の
、

4 

職
業
自
立
の
自
覚
と
努
力
も
ま
た
必

要
で
す
。

そ
し
て
こ
の
障
害
者
の
方
の
努
力

に
対
し
て
、
私
た
ち
県
民
の
暖
か
い

理
解
が
、
と
く
に
事
業
主
の
方
々
の

援
助
と
協
力
が
切
実
に
望
ま
れ
ま
す
。

月
間
行
事
に
参
加
を

心
身
障
害
の
方
の
雇
用
問
題
を
考

え
、
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
、
月
間

中
、
次
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
事

業
主
の
皆
き
ん
や
障
害
者
の
方
が
多
数

参
加
さ
れ
、
実
り
あ
る
も
の
に
な
る

ら
が
働
く
者
と
し
て
の
自
覚
を
高
め

る
と
と
も
に
、
勤
労
婦
人
の
母
性
保
護

と
地
位
向
上
に
つ
い
て
、
労
働
者
、

使
用
者
、
関
係
機
関
の
理
解
と
協
力

を
求
め
る
た
め
に
、
毎
年
九
月
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
と
し
は
か
国
際
婦
人
年
。
で
も

あ
り
、
こ
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、
働
く

婦
人
の
福
祉
運
動
の
テ

l
マ
は
、
「
就

業
に
お
け
る
男
女
平
等
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

行
事
案
内

」
の
運
動
を
よ
り
有
意
義
な
も
の

5 

に
す
る
た
め
、
富
山
県
に
お
い
て
は

次
の
行
事
が
催
き
れ
ま
す
。

*
婦
人
労
働
問
題
一
日
研
修
会

日
時

九
月
一
八
日

午
前
九
時

一
五
分
j
午
後

四
時

場
所

富
山
県
民
会
館

講
義
お
よ
び
分
散
会

内
勾そ・

廿

*
勤
労
婦
人
福
祉
推
進
会
議

労
使
団
体
代
表

・
関
係

参
加
者

機
関

・
有
識
者

*
勤
労
婦
人
の
生
活
講
座

参
加
者

勤
労
婦
人
一
般

場
所

高
岡
市
働
く
婦
人
の
家



「
特
別
弔
慰
金
」
の
受
給
権
を
有
し
な

終
戦
か
ら
す
で
に
三

O
年
。

先
の
大
戦
で
な
く
な
ら
れ
た
戦
没

が
ら
時
効
に
よ
り
失
権
し
て
い
る
方

も
、
今
回
の
特
別
弔
慰
金
が
受
け
ら

者
等
の
遺
族
に
、
固
と
し
て
改
め
て
早
慰
の
意
を
表
わ
す
た
め
、

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

れ
ま
す
。

日
華
事
変
以
後
の
戦
没
者
等
に
つ
い
て
、

こ
と
し
の
四
月
一
日

請
求
手
続
は

現
在
で
、

公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
け
て
い
る
者
の
い
な

住
所
地
の
市
町
村
役
場
に
、
請
求

書
、
国
債
の
受
領
・
支
払
い
に
必
要

な
印
鑑
等
届
出
書
、
同
順
位
の
遺
族

い
遺
族
に
、

二

O
万
円
の
国
債
(
十
年
償
還
、
無
利
子
)
が
支
給

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

昭
和
五
三
年
三
月
末
日
ま
で
に
請
求
が
な
い
ば
あ
い
は
失
権
し

が
数
人
あ
る
場
合
の
請
求
者
以
外
の

遺
族
の
請
求
同
意
書
、
請
求
書
の
昭

ま
す
か
ら
、
請
求
も
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い

。

和
五

O
年
四
月
一
日
に
お
け
る
戸
籍

抄
本
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
を
提
出

給
者
に
あ
た
る
遺
族
を
先
順
位
と
し

て
、
そ
の
方
が
死
亡
し
て
い
る
場
合

に
は
、
次
の
順
序
で
、
そ
の
他
の
遺

「
戦
没
者
等
L

し
て
下
さ
い
。
用
紙
は
市
町
村
役
場

の
窓
口
に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
富
山
県
社
会
福
祉
課
援
護
係
へ

と
は

5 

日
華
事
変
抑
制
か
以
後
に
、
公
務
上

ま
た
は
勤
務
に
関
連
し
て
傷
病
に
か

か
り
、
こ
れ
に
よ
り
死
亡
し
た
軍
人

軍
属
ま
た
は
準
軍
属
(
被
徴
用
者
、

動
員
学
徒
、
国
民
義
勇
隊
員
な
ど
)

で
あ
っ
た
方
で
す
。

族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

(
8
0
7
6
4
・
汎
・

4
1
1
1
内

遺
族
の
順
位

線

4
1
6
)
ま
た
は
市
町
村
役
場
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ω
戦
没
者
等
の
子

ω
戦
没
者
等

と
生
前
同
一
生
計
関
係
に
あ
っ
た
父

特
別
弔
慰
金
の
償
還

日
華
事
変
中

(昭
和

一
二
年
七
月

七
日
|
一
六
年
二
一
月
七
日
)
に
な

く
な
ら
れ
た
方
の
遺
族
に
は
、
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
は
支
給
さ

母
↓
孫
↓
祖
父
母
↓
兄
弟
姉
妹

支
給
さ
れ
た
特
別
弔
慰
金
国
債
は
、

昭
和
五
一
年
か
ら
毎
年
六
月
一
五
日

以
後
、
一

O
年
に
分
け
て
償
還
さ
れ

ω
戦
没
者
等
と
生
前
同
一
生
計
関

係
に
な
か
っ
た
父
母
↓
孫
↓
祖
父
母

↓
兄
弟
姉
妹
:
:
:
の
順
で
す
。

な
お
、
昭
和
五

O
年
三
月
=
二
日

ま
で
に
、
援
護
法
の
「
弔
慰
金
」
、

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
特
別
弔

慰
金
の
対
象
に
な
る
わ
け
で
す
。

ま
す
。

一
回
の
償
還
額
は
二
万
円
ず
つ
で

す
。

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
受

施設名 所在地 宿泊定員 料金(1泊 2食) 電話 ・交通機関

富山県神通峡
上新川郡 老人 1，970円

(07646) 7 -0657 

老人保養センター
大沢野町春日

100人
一 般 2，520円

パス富山駅発→老人保養センタ一行

春 日 荘 国鉄(高山線)笹津駅下車徒歩約10分

富山県庄川峡
東砺波郡庄川町

(07638)2-3516 

老人保養センター
金屋字川原2，580

93 同 上 パス高岡駅発→圧川温泉行

舟 戸 荘 老人保養センター前下車

高岡市 老人 1，300円
(0766)23-7213 

老人保養センター 高岡市長江464 50 
一般 1，900円

パス高岡駅発→佐賀野行頭川行手洗野行

百 楽 荘 西広谷行長江温泉行長江口下車徒歩約10分

新川広域圏事務組合
下新川郡 老人 2，030円

(07656)2-1139 

老人保養センター
宇奈月町桃原638

80 
一 般 3，000円

電車富山駅発→宇奈月温泉駅下車)徒歩

新 川荘 国鉄魚津駅発→宇奈月温泉駅下車 約 2分

氷見市 老人 1，705円
(0766)74-0250 

老人休養ホーム 氷見市鞍川967 80 
一 般 2，255円

パス氷見駅発→熊無行坪池行触坂行

寿 養 荘 =尾方面行有磯高校下車徒歩約 2分

し、

保

安
ら
か
な
憩
い
と
，
、

-
お
と
し
よ
り
の
た
め
の
施
設
紹
介

ェーションの便宜を総合的に提供する施設

地域のおとしよりに、健康で明るい生活

です二利用は無料か、有料のばあいも低額です。

レクリ

(0764) 32 -2958 

(0766 )67 -4550 

(07635)5-1008 

(0766)74-0250 

(0764)41-8947 

(07646) 3 -3356 

(076378)呼200

(076372)呼300

(07646)8-1570 

(0764 )75-3511 

(0765)24-3241 

老人福祉センター

電話

健康相談や人生相談にも応じます。

をしていただくため、健康、教養、

80人

利用定員

190 

100 

120 

80 

320 

295 

50 

80 

100 

70 

中新川郡立山町前沢

東砺波郡利賀村上百瀬

東砺波郡平村東中江

西砺波郡福光町綱掛53

上新川郡大沢野町春日

フ

富山市舟橋南町5-14

魚津市上村木町615

所在地

滑川市上小泉442

小矢部市蓮沼9-2

氷見市鞍川967

富山市安養坊

景勝地、温泉地など、保養にか

おとしよりの心身の健康増進の

ため、低額な料金で保養といこい

老人休養ホーム

っこうの場所にたてられています。

富山県老人福祉センター

滑川市老人福祉センター(寿泉閤)

福光町老人福祉センター

氷見市老人福祉センター(寿養荘)

富山市老人福祉センター(福寿荘)

の場を提供する施設です。

小矢部市老人福祉センター

名

魚津市老人福祉センター

立山町老人福祉センター

利賀村社会福祉センタ一

平村老人福祉センター

大沢野老人福祉センター

設施



木々の間にロープを渡し、男の子も

女の子も勇敢に谷の上を渡る。少年た

ちが野生にかえる瞬間。渡り終るまで

見守る所員たちにとっては、少年たち

以上に緊張する瞬間だ。

原始時代にもどって、森の中の木や竹や草で、

思い思いに くぼくらの家〉を作る 。物語の中の

家や未来の家も作ることができる。

チームワークが一番大切。

地図とコンパスを片手に、広大な呉羽の自然

の中に設けられたコースをめぐり歩く。目ざす

ポストは?と額を寄せあい、 l人が見つけると

一斉に駆け出す光景がみられる。

きびしくあたたかい火を囲む友情の輪。少年

たちの心の奥底をゆさぶるキャンフ。ファイヤーの

夜。自然の家を出てからも、少年たちはこの友情

の輪をつなげてゆく 。

みんなで協力しあう農園づくり。慣れない手

にクワをにぎり、水を運び、生産のよろこびを

知る。ふきだす汗の中で、土への愛着や自然へ

の親しみが生まれる。

B 

す
る
た
め
に

|
|

三
つ
の
生
活
信

①
の
び
の
び
と
楽
し
く

②
き
び
き
び
と
折
り
目
正
し
く

③
あ
と
で
使
う
人
の
身
に
な
っ
て



空から拝見

L立山町】|

観
光
と
農
業
の
町
|
|

立
山
町
。

こ
の
町
名
は
、
霊
峰
「
立
山
」
に
ち
な
ん
で
い
る
。
称
名
滝
、
黒
四
ダ
ム
、
立
山
山

岳
一
帯
へ
は
、
県
外
か
ら
の
観
光
客
も
多
く
、
あ
ら
た
に
立
山
山
麓
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
地
区
の
整
備
計
画
も
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

町
土
の
八
割
が
山
地
。
水
資
源
に
め
ぐ
ま
れ
、
多
数
の
発
電
所
を
も
っ
。
常
願
寺
川

水
系
に
あ
る
平
野
部
は
地
味
肥
沃
、
水
田
単
作
を
主
と
す
る
農
業
地
域
。
近
年
は
農
業

の
近
代
化
を
め
ざ
し
、
急
ピ
ッ
チ
に
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
町
民
学
園
や
パ
ス
教
室
を
年
々
充
実
、
町
民
の
文
化
の
殿
堂
と
な
る
町
民

会
館
の
完
成
を
ひ
か
え
、
立
山
町
は
い
ま
社
会
教
育
の
町
に
飛
躍
し
よ
う
と
し
て
い
る
。



「富山県スポツリーダーノてンク」は

このようにして利用してください

「スポーツリーダーパンク」開設
.指導者不足解消へ.

そ
し
て
、
《
指
導
者
》
を
み
つ
け
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
を
計
画
的
に
楽
し
く
安
全
に
行
う

た
め
に
は
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
通
じ

た
指
導
者
の
適
切
な
指
導
を
受
け
る

の
が
最
も
効
果
的
で
す
。

「
富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
パ

ン
ク
」
は
み
な
き
ん
の
要
望
に
応
じ

て
、
適
切
な
指
導
者
を
紹
介
し
ま
す
。

「
富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
パ

ン
ク
」
に
登
録
さ
れ
る
指
導
者
は

ん
な
方
々
で
す

で
は
、
富
山
県
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の

指
導
者
は
何
人
ぐ
ら
い
い
る
の
で
し

レ
l
ナ
l
」
が
一
・
二
級
あ
わ
せ
て

八
二
人
。
そ
の
他
、
競
技
団
体
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
指
導
者
を
含
め
て

合
計
す
る
と
、
現
在
、
県
下
に
は
約

三、

0
0
0
人
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
に
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
市
町
村
で

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
企
画
や
運
営
、
実

ょ
、
っ
か
。

際
の
指
導
に
も
た
ず
さ
わ

っ
て
い

る

「
体
育
指
導
委
員
」
が
八
一
四
人
、

が
在
住
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

「
富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
パ

ン
ク
」
で
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望

初
心
者
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

指
導
者
と
し
て
日
本
体
育
協
会
が
認

定
し
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
」

が
二
一
三
人
、
同
じ
く
日
本
体
育
協

会
が
認
定
し
、
主
と
し
て
競
技
力
の

に
お
応
え
し
ま
す
。

向
上
を
目
的
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
ト

グ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
の
で

指
導
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。
こ
ん

な
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
九

月
か
ら
「
富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ

ー
パ
ン
ク
」
を
開
設
し
ま
す
。

い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
約

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に
は
場

所
と
仲
間
と
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
す

ス
ポ
ー
ツ
が
私
た
ち
の
生
活
を
豊

か
に
し
、
健
康
と
明
る
き
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
こ
と
は
、
誰
も
が
理
解

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
と
く
に
近
年

の
よ
う
に
、
余
暇
が
増
大
し
、
一
方

で
は
公
害
や
ス
ト
レ
ス
が
私
た
ち
の

健
康
を
お
び
や
か
し
て
い
る
と
き
、

ス
ポ
ー
ツ
に
期
待
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を

や
ろ
う
と
す
る
人
が
急
激
に
増
大
し

て
い
ま
す
。

い
ざ
実
際
に
ス
ポ
ー

ツ
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ

と
こ
ろ
が
、

な
悩
み
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

ま
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
《
場
所
》

を
探
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
あ

る
社
会
体
育
施
設
を
利
用
す
る
か
、

今

「富
山
県
ス
ポ
ー

ツ
リ
ー
ダ
ー
パ

ン
ク
」
は
こ
ん
な
ふ
う
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い

①
 パ

ン
ク
」

の
窓
口
は
あ
な
た
の
住

「富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

む
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
あ
り

ま
す

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
た
め
に
、
指
導

者
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
そ
の
団

体
や
グ
ル
ー
プ
の
責
任
者
は
、
市
町

村
教
育
委
員
会
に
あ
る
社
会
体
育
担

当
課
へ
お
訪
ね
い
た
だ
く
か
、
電
話

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
こ
に
は
、
そ
の
市
町
村
に
在
住
す

る
指
導
者
が
登
録
し
て
あ
り
ま
す
。
も

し
そ
の
市
町
村
に
希
望
す
る
指
導
者

が
い
な
い
場
合
で
も
、
担
当
者
が
近

隣
の
市
町
村
ま
た
は
県
教
育
委
員
会

と
連
絡
し
て
、
指
導
者
を
紹
介
し
ま

す
。

② 

窓
口
で
は
希
望
さ
れ
る
指
導
者

の
条
件
を
は

っ
き
り
伝
え
て
く
だ

さ
し、

登
録
さ
れ
た
指
導
者
に
つ
い
て
は
、

指
導
を
お
願
い
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
種

目
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
水
泳
、
体
操

等
四

O
種
目
)
、
指
導
を
お
願
い
で
き

一、
0
0
0人
を
登
録
し
て
、
要
望
に

応
じ
て
適
切
な
指
導
者
を
紹
介
で
き

る
よ
う
に
し
た
制
度
で
す
。

健
康
で
明
る
い
県
民
生
活
を
願
う

み
ん
な
の
テ
l
マ
，
県
民
ひ
と
り
一

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
。
に
役
立
て
て
く

J

-
除
A

喝・、。

+''」

C
L

学
校
体
育
施
設
開
放
校
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
現
在
、
県
内
に
は
六
九
校

の
開
放
校
が
あ
り
、
今
後
も
増
設
す

る
予
定
で
す
。
利
用
に
つ
い
て
は
市

町
村
教
育
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

つ
ぎ
に
、
で
き
る
だ
け
〈
グ
ル
ー

プ
》
で
お
続
け
に
な
る
こ
と
を
お
す

オ2

一
.人
だ
け
で
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
の
は
ど
う
も
お
っ
く
う
で

す
め
し
ま
す
。

は
じ
め
て
も
、

つ
い
三
日
坊
主
に
な

り
が
ち
な
も
の
だ
か
ら
で
す
。
仲
間

を
あ
つ
め
る
の
が
む
ず
か
し
い
よ
う

で
し
た
ら
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会

等
が
開
い
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル

ー
プ
を
つ
く
っ
て
自
主
的
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
目
的
の
一
つ
で
す
。

る
対
象
(婦
人
、
壮
年
、
少
年
等
)、

活
動
可
能
な
曜
日
お
よ
び
時
間
帯

(
午
前
、
午
後
、
夜
等
)
、
そ
の
他
必

要
と
考
え
ら
れ
る
項
目
に
つ
い
て
詳

細
な
登
録
カ
ー
ド
が
作
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
に
応
ず
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
条
件
に
つ
い
て
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③ 

具
体
的
な
指
導
内
容
に
つ
い
て

は
、
紹
介
す
る
指
導
者
と
直
接
ご

相
談
く
だ
さ
い

窓
口
で
は
、
指
導
者
の
名
前
と
連

絡
方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
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原
則
と
し
て
依
頼
者
は
紹
介
し
た
指

導
者
と
直
接
連
絡
の
う
え
、
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④ 

依
頼
し
た
指
導
者
に
対
す
る
報

酬
や
交
通
費
等
に
つ
い
て
、
ご
配

慮
く
だ
さ
い

指
導
を
依
頼
す
る
団
体
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
が
、
そ
の
受
益
に
応
じ
て
、

指
導
者
に
対
す
る
報
酬
や
交
通
費
等

の
必
要
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
が
基

本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
相
談
が
あ

れ
ば
、
窓
口
の
担
当
者
が
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。



.国体競技日程

期 日 開始時間 式 典 競 技 種 5}1j 

第 1日 10 : 00 (複合飛躍公式練習)

2月14日(土) 13 : 30 開 lz』z 式

第 2日 9 : 30 ii 回 一転 成男l部2埜コ
2月15日(日) 10 : 00 複合飛躍 成男教4、3、2、1部、少男、成男4、3、2、1部

10 : 00 女子 5 km 成女教、少女、成女2、1部

第 3日 9 : 30 (純飛躍公式練習)

2月16日(月 ) 9 : 30 大 回 転 少女、成女1、2部、成女教、成男3、4部、成男教3、4部

10 : 00 男子 t5 km 成男教4、3、2、1部、少男、成男4、3、2、1部

第 4日 9 : 30 大 回 転 少男、成男教l、2部

2月17日(火) 9 : 30 レ 一 成男、少男、女子

9 : 30 来も 飛 E霊 成男教4、3、2、1部、少男、 成男4、3、2、1部

16 : 00 閉 ぷヱ〉エ、 式

総
合
八
位
を
め
ざ
し
て

選
手
強
化

「
お
お
や
ま
国
体
」
の
日
程
も
き

ま
り
、
開
催
ま
で
あ
と
一
六

O
余
日
。

も
は
や
時
間
的
余
裕
は
全
く
な
く
、

県
ス
キ
l
連
盟
強
化
部
で
は
明
年
二

月
本
番
に
焦
点
を
合
わ
せ
「
選
手
、

役
員
一
丸
と
な
り
和
を
も
っ
て
県
民

の
期
待
に
こ
た
え
よ
う
口

の
合
言
葉

で
、
総
力
を
挙
げ
て
強
化
に
あ
た

っ

て
お
り
ま
す
。

強
化
に
あ
た
っ
て
は
県
内
現
有
選

手
の
総
力
を
挙
げ
て
推
進
す
る
こ
と

一
部
の
指
導
者

を
補
充
す
る
と
と
も
に

に
し
て
い
ま
す
が

付
精
神
力
を
強
化
す
る

口
基
礎
体
力
を
増
強
す
る

日
科
学
的
な
体
力
診
断
に
よ

っ
て
弱

点
を
克
服
す
る

同
イ
メ
ー
ジ
ト
レ

l
ニ
ン
グ
に
よ
っ

て
技
術
の
向
上
を
は
か
る

国
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ

ッ
フ
を
研
修
で

強
化
す
る

以
上
の
方
針
を
立
て
ま
し
た
。

昨
年
度
北
海
道
で
聞
か
れ
た
「
富

良
野
国
体
」
か
ら
、
得
点
方
法
が
変

更
に
な
っ
た
の
で
、
目
標
を
た
て
る

こ
と
は
一
層
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

各
種
目
に
入
賞
し
総
合
八
位

1
一
O

位
を
目
標
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

-国体強化選手内訳

少 教 一 種
種

5十 均支

年 員
選手

5}IJ 
目

20 11 4 5 男
大

名 名 名 名 子

回

5 3 1 1 女
転

名 名 名 名 子

19 8 4 7 男
距

名 名 名 名 子

7 5 1 1 女
離

名 名 名 名 子

2 2 男 飛
名 名 子 E霊

手
権
滑
降
競
技
で
優
勝
経
験
の
あ
る

大
回
転
競
技
の
山
中
茂
(
雄
山
高
校
)

同
じ
く
大
回
転
競
技
の
佐
伯
松
雄

(
富
山
県
庁
)
、
皆
口
信
行
(
高
岡
三

菱
自
動
車
)
、
距
離
競
技
の
島
田
建
治

(
夏
梅
土
石
)
、

山
田
友
一
(
鈴
木
自

動
車
)
が
健
在
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
期
待
で
き
る
新
人
選
手
と

し
て
は
、
今
年
度
か
ら
教
員
の
部
に

出
場
す
る
複
合
競
技
の
篠
村
幸
男

(
高
野
小
学
校
)
、
大
回
転
競
技
の
小

山
正
高
(
福
沢
小
学
校
小
坂
分
校
)
、

菅
生
根
子
(
高
岡
養
護
学
校
)
、
距
離

競
技
の
池
村
直
人
(
小
見
小
学
校
)
等

全
日
本
学
生
ス
キ

l
選
手
権
大
会
で

活
躍
し
た
選
手
が
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
選
手
を
含
め
た
全
選
手

の
活
躍
を
期
し
、
い
ま
一
八
名
の
ス

タ

ッ
フ
が
懸
命
な
強
化
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

国
体
競
技
日
程
き
ま
る

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
全
日
本
ス

キ

l
連
盟
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
次

の
点
を
考
慮
し
ま
し
た
。

前
回
の
富
良
野
国
体
か
ら
種
目
ご

と
の
種
別
の
内
容
や
、

エ
ン
ト
リ
ー

数
が
改
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
実
績

期
待
さ
れ
る
県
選
手

県
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
男
子
選
手

四
一
名
、
女
子
選
手

一
二
名
を
候
補

選
手
に
選
出
し
入
賞
可
能
な
選
手
を

A
強
化
選
手
に
指
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
昨
年
の
富
良
野
国

14 

津で昭体
高六夫教
校位主員
てにつでの
二入白部
年賞み一
連しさ二部
続た、で
上尾教優
位原員勝
に 日手干の し
入夫部た
賞(三中
し魚部村

て
い
る
純
飛
躍
競
技
の
最
上
満
(
上

滝
中
学
)
、
距
離
競
技
教
員
の
部
の
吉

越
明
(
城
端
中
学
)
が
お
り
ま
す
。

ま
た
ベ
テ
ラ
ン
選
手
と
し
て
、
昭

和
四
七
年
度
全
日
本
学
生
ス
キ

l
選

を
基
礎
に
し
て
予
想
参
加
選
手
数
を

算
出
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
な
が
ら
望
ま

し
い
時
間
に
な
る
よ
う
種
目
、
種
別

の
組
み
合
わ
せ
を
勘
案
し
ま
し
た
。

こ
の
日
程
は
去
る
七
月
一
四
日
、

第
二
回
の
実
行
委
員
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

15 

-
国
体
の
遺
産

雪
国
で
あ
り
な
が
ら
、
ス
キ
l
競

技
力
が
他
県
に
比
べ
て
立
ち
遅
れ
た

原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
施

設
・
指
導
者
の
不
足
と
選
手
層
の
薄

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
国
体
を
機
と
し
て
、
次
の

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

開
現
在
強
化
さ
れ
た
選
手
が
、
国
体

終
了
後
も
指
導
者
と
し
て
活
躍
が
期

待
で
き
る
の
で
、指
導
力
の
充
実
強
化

が
図
れ
る
。

川
公
認
競
技
コ
ー
ス
、
ジ
ャ

ン
プ
台

等
の
施
設
の
利
用
に
よ
り
、
選
手
の

競
技
力
の
向
上
が
図
れ
る
。

同

「
ス
キ
l
」
に
対
す
る
関
心
と
理

解
が
深
ま
り
、
ス
キ
ー
人
口
の
増
加

が
期
せ
ら
れ
る
。
県
民
の
冬
季
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
す
る
。



シリーズNo.2ア物価と家計簿

消費者物価・上半期の動き
富山市(50.1 ___，50. 6) 

昭
和
四
八
年
暮
れ
の
石
油
危
機
に

端
を
発
し
た
物
価
の
異
常
高
騰
も
、

昨
年
末
ご
ろ
か
ら
よ
う
や
く
鎮
静
化

の
傾
向
を
示
し
ま
し
た
が、

全
国
消

費
者
物
価
指
数
で
み

る
と
四
九
年
は

四
八
年
に
比
べ
二

四

・
玉
川引
と
か
つ

て
な

い
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
回
は
、
本
年
に
入
っ
て
物
価
指
数

の
動
き
が
ど
う
な
っ
た
か

を
、
富
山

市
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

-
前
年
同
期
に
比
べ

一
四
・

O
Y
の
上
昇

昭
和
四
五
年
を
一

O
O
と
し
た
五

O
年
上
半
期
(
一
月
1
六
月
平
均
)
の
消

消
費
者
物
価
指
数
は
、
総
合
指
数
で

一
六
九

・
四
と
な
り
、
前

期

(
四
九

七
i
四
九

・
一
二
平
均
)
に
比
べ

(昭45=100) 

区分
総合指数 対前期比 対前年同期比年

上期 110.7 ~~ 4.99;。ノ

47年
下期 112.4 1.5 4.9 

上期 119.7 6.5 8.1 
48年

下期 128.3 7.2 14.1 

上半期 148.5 15.7 24.1 
49年

下半期 159.3 7.3 24.2 

50年 上半期 169.4 6.3 14.0 

半期別平均消費者物価指数の動き

主
食

・
外
食

・
調
味
料
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
上
昇
し
て
い
ま
す
。

期
に
比
べ
二

・
八
折
、
前
年
同
期
に

比
べ
二
四

・
四

rの
上
昇
と
な
り
ま

ー
家
賃
地
代
が
上
昇
|

住
居
指
数
は
、
一
七
一

・
七
で
前

期
に
比
べ一

・
五
軒
、
前
年
同
期
に

比
べ
七

・
六
行
の
上
昇
と
な
り
ま
し

V
住
居

し
た
。
前
年
同
期
と
比
べ
る
と
各
費

自
の
な
か
で
一
番
高
く
な

っ
て

い
ま

す
が
、
上
半
期
の
動
き
は
落
ち
着
い

て
お
り
、
電
気

・
ガ
ス
税
の
免
税
点

た。

前
期
に
比
べ
家
賃
地
代
が
八

・

o
r上
昇
し
た
ほ
か
、
大
工

・
左
官

手
間
代
な
ど
の
設
備
修
繕
や
家
具
什

品
が
わ
ず
か
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

V
光
熱

引
き
上
げ
や
税
率
引
き
下
げ
に
よ
り

電
気
ガ
ス
代
が
値
下
り
し
た
ほ
か
、

灯
油

・
木
炭
が
値
下
り
し
ま
し
た
。

ー
値
下
り
傾
向
|

光
熱
指
数
は
、

V
被
服

|
ほ
ぽ
横
ば
い
|

被
服
指
数
は
、
一
七
一

・
三
で
前

期
に
比
べ
一

・
こ
が
れ
、
前
年
同
期
に

一
四
八

・
八
で
前

図2費 目別上昇率、富山市(+) 
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期

3

同

何
年

期

品
則
前
…

口
口

雑
費

被
服

光
熱

住
居

食
料

総
A 

20% 

15% 

10% 

5% 

六

・
三
折
、
前
年
の
同
期

(四
九

・

一
1
四
九

・
六
)
に
比
べ一

四

・

o

v
h
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
九
年
の
上
半
期
は
、
四
八

年
の
上
半
期
に
比

べ
二
四

・
一
行
と

異
常
な
上
昇
を
し
た

こ
と
を
考
え
る

と
、
物
価
の
鎮
静
化
を
は
っ
き
り
と

示
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。
(
表
一
参
照
)

以
下
、
本
年
上
半
期
の
動
き
を
月

別、

五
大
費
目
別
に
あ
ら
ま
し
を
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

-
月
別
の
動
き

ー
四
月
は
大
幅
上
昇
|

一
月

・
二
月
は
、
前
月
に
比
べ

0

・
九
折
、

0
・
八
軒
の
上
昇
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
野
菜

・
果
物

・

魚
介
な
ど
の
季
節
的
商
品
の
値
上
り

が
大
き
か
っ
た
た
め
で
す
。

三
月
は
、
前
月
に
比
べ
0
・
七
行

上
昇
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
鮮
魚
介

・
野
菜

・
文
房
具
な
ど
は
値
下
り
し

ま
し
た
が
、
果
物

・
乳
卵

・
肉
類

・

飲
料
な
ど
が
値
上
り
し
た
た
め
で
す
。

四
月
は
、
前
月
に
比
べ
二
・
一
行
と
大

幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
合

-
冬
物
衣
料、

塩
干
魚
介
な
ど
は
値

下
り
し
た
の
で
す
が
、

果
物

・
教
育

ーー

比
べ
三

・
八

rの
上
昇
と
な
り
前
年

同
期
と
の
比
較
で
は
各
費
目
の
な
か

で
最
も
低
い
上
昇
と
な
っ
て
い
ま
す
。

衣
料
品
は
冬
・夏
物
の
出
回
り
当
初
に

は
一
時
的
に
値
上
り
を
示
し
て
い
ま

す
が
、
全
般
的
に
は
、
ほ
ぽ
横
ば
い

状
態
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身

の
回
り
品
関
係
で
は
、
せ
ん
た
く
代

.
仕
立
代

・
靴
修
繕
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
的
料
金
が
値
上
り
し
て
い
ま
す
。

分月7
 

二
ハ
一

・
五
で
前

駅

期
に
比
べ
七

・
一
行
、
前
年
同
期
に

価

比
べ
一
七

・
五
が
れ
の
上
昇
と
な
り
ま

聞

し
た
。
新
学
期
を
む
か
え
、
大
学

・

品

私
立
高
校
の
授
業
料
や

P
T
A
会
費

一向山富

V
雑
費

ー
教
育

・
教
養
娯
楽
が
大

幅
上
昇
l

雑
費
指
数
は

-
幼
稚
園
保
育
料
の
値
上
げ
で
教
育

費
が
大
き
く
上
昇
し
た
ほ
か
、
料
理

-
洋
裁
学
校
の
月
謝

・
タ
ク
シ
ー
料

金

・
自
動
車
タ
イ
ヤ
な
ど
が
値
上
り

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
文
房
具
は
値

下
り
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
五

O
年
上
半
期
の
物
価
の

動
き
を
お
お
ま
か
に
み
た
わ
け
で
す

が
、
今
後
な
お
値
上
げ
が
見
込
ま
れ

る
も
の
も
あ
り
、
物
価
の
動
向
に
は

な
お
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

光熱

図 1物価指数の動 き富山市

(45年 =100) 
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野
菜
な
ど
が
値
上
り
し
た
た
め
で

す

-
費
目
別
の
動
き

五
月
は
、
前
月
に
比
べ一

・五
行
と
引

V
食
料
|
季
節
商
品
が
大
幅
上
昇
|

き
続
き
上
昇
し
ま
し
た
。
野
菜

・
夏

食
料
指
数
は
、

一
七
六

・
一
で
前

物
衣
料
な
ど
の
値
上
り
に
よ
る
も
の

で
す
。

期
に
比
べ
九

・
O
Y、
前
年
同
期
に

比
べ
一
六

・

o
rの
上
昇
と
な
り
ま

六
月
は
、
前
月
に
比
べ

0
・六
が
れ
の
下

落
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
果
物

・
夏
野
菜
が
豊
富
に
出
回
り
値
下
り

し
た
。
前
期
に
比
べ
る
と
果
物
が

六

・
五
折
、
生
鮮
魚
介
が
二
ハ

行
、
野
菜
が
一
一
・
九
が
れ
と
、

季
節

し
た
た
め
で
す
。

商
品
が
大
幅
な
上
昇
を
示
し
た
ほ
か

品目 量名 中件1 単位
fi!fif各 6月からみ

"己目 室布 キド] l:jiイ立 側(円絡) た6上月泉か淳ら朝み
(円 ) た上会p_卒彩d

食ノt ン 普通品 _ 1 kg 275 O み そ 並、袋入(1kg入) l袋 229 ム0.4

艮ラ111ー市 メン 即席中華めん袋入り 100g 47 0 砂 糖 上自 1 kg 312 。
あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上) 100g 98 18.1 レモン 1個約110g、「サンキスト」 1 kg 438 ム44.5

さ !i 丸(長さ約25cm-35cm) 100g 35 2.9 パナナ 1 kg 160 ム17.5

し、 七、 するめいか 100g 73 12.3 ちり紙 白ちり 3号、クレープ付 800枚 101 ム23.5

牛 肉 中 100g 248 O せt先んたく用斉IJ 合(2成_65洗kg剤入、)粒 状 箱 入 l箱 653 。
豚 肉 中 100g 200 11. ] ベニヤ板 2ラ矧ワl等ン(材18、2c普m通X9合lc板mX、2J.7A MS ) l枚 303 。
ノ、 ム プレスハム、上 100g 168 O ワイ(シr昆ャキ方ツ) ブカロyター一ド8、0ポ番リ手エ、ス白ア、ル普混通紡品 l 枚 2，100 。
牛 手L 加工乳(200c.c入)月極め 1本 45 0 せんたく代 綿配達、、ワ料イ金シ後ャ払ツ(いカッター) 1枚 105 。
鶏 os 11国主句60g 1 kg 329 ム0.9 灯 油 白灯油、詰替売り、配達 18 Q 675 7.5 

キ ャベツ 1 kg 61 41.9 
フ'ロノマン

家庭用、 10kg、容器代除〈 1本 1，500 。
ガス

ほうれん草 1 kg f自T 動 卓 1 Q 113 。537 168.5 ソ リ ン 無鉛ガソリン現金売り

大 キ艮 1 kg 109 ム26.4 理髪料 大人調髪(洗髪を含む) l回 1，475 。
大 豆 黄白豆 100g 28 16.7 

ノマー7 ネン
コールド(セットを含む) l回 3，500 。

トイ℃

しょう油
「波キ口・、上・びん詰印(2t入) 1本 435 。ノトマンッアキンイ スク' →ナナイイ ロン100%、プレーン、

1足 200 。
ンコー-"7ン 」 ズ M、15-20デニール

生鮮食料品は上・中 ・下旬の平均価格、 その他の品目は中旬の価格です。ム印は、マイナスを示 して い ます。

オフ
〉王



-県政のうごき

ア月9日.青年の山で吋本業教室」

県主催の「林業教室」が、 9日から 3日間、制光町

万利の県青年の山で県内の林業後継者50人を集めて聞

かれました。集ま った人たちは30代の中時ーで、 tt年の

山研修本館で宿泊しながら、 9日はシイタケ栽培を実

地に学び、また10日、 11日は 750:;;:(1悩 1:;;:)の作業道

|剖設作業を、実習をかねて研修しました。

ア月9日.、草刈十字軍砂第一陣

ni:年初めて実地し好評を得た、県内外の学生を中心

としたい草刈十字謡、がことしも募集され、 9日、第

一|悼28人が大沢野町下タに入山しました。 i向らの手

で汗を流して森林を守 1)、自然に親しみ、理解を深め

たし、」という学生らは、総数約 250名。 8)-J中11)まで

大沢野、大山、魚、j柱、布川町'、小矢部 5市町 300ヘクタ

ールの下草刈りに汗を流しました 。

ア月10日.小矢部で総合防災訓練

小矢部市ての10日、洪水、火災等の災害発生に対処す

るための富山県総合|坊災訓糾が行なわれました。参加

団体は、陸空自衛隊をはじめ、県管機動隊、建設省、

消防、医療、地元財人会、石動中学校など32団体、

倶利伽羅トンネル出口でトンネル火災消化訓練

18 

騨輔輯踊醐輯輔鵠輔輔輯蝿蝿盟臨蝿瞳盟蝿盟醐蝿瞳蝿睡盟盟盟睡睡睡盟睡盟盟盟睡

ア月 4 日~31 日

2，300人。

小矢部川両岸などに 1，000人の市民が見守る中を、

梅雨前線の活発化により豪悶による水害、さらに火災

が発生したとの想定のもと、本番さながら、大がかり

な訓練が繰り広げ.られました。

ア月竹田・心身障害者の求職情情

県は先に、高令者と心身障害者の雇用対策を重点と

した「年次雇用計画」をまとめましたが、 11日富山職

安が「心身障害者求職情報」を作成、身障者雇用率

(民間1.3~* 以上)を達成していない管内 102事業所に送

付しました。 これは求職者の実態を知ってもらおうと

1人 1人のデータを一覧表にして、雇用促進を呼びか

けたもの。

県では、就職希望の心身障害者の実態調査をさらに

すすめ、 9月の「心身障害者雇用促進月間」を中心に、

現在、各4¥-業所に対する求人開拓を強力におしすすめ

ています。(この項本文参照)

ア月12日.国体県勢が強化合宿

来年 2月、地元での初の冬季国体に備え、県スキ一

連盟てのは強化選手を中心に、 12日から 16日まで第 2次

強化合宿を行ないました。

立山首鳥rKに合宿を張ったアルペン陣19人は、悪天

候の合間をぬって、すべり込みとフォームの矯正に取

り組みました。一方、ノルディ ック陣15人は、魚津市

大谷温泉て\毎日 20~ D を走りこむ体力づくりに励みま

した。本番での活躍が期待される富山県勢です。

10月1日国勢調査

r5年ごと国と郷土をみなおす日J

ひとりももれなく協力しましょう

アルペン陣の滑りこみ特訓

ア月16日 ・ 訪中の成果を報告

16日の富山会場を皮切りに、ことし 4月の中国訪問

の成果を報告する第 5回富山県青年の船展が、県内 4

カ所で聞かれました。

展示品は、上海、天津、北京での交流や、人民公社、

名所古跡を訪れたときの写真、中国服、刺しゅう、工

芸品など。一般参観者は改めて、青年の船事業の意義

と認識を深めました。

ア月17日 . 穂いもち警報発令

6月下旬から県内の水稲に病害が多発、 7月 9日の

葉いもち病多発警報に次いで、 17日穂いもち病多発警

報が出されました。

葉いもち、穂いもち病の警報が相次いで出きれるの

はマレであり、減収防止と「うまい富山米」の評価を

落とさぬようにと、県ど市町村、農家が一体となって

穂いもち病等の徹底防除に乗り出しました。

ア月22日 . 車にたよる県民性

県が昨年から取り組んでいる富山・高岡都市圏のパ

ーソントリップ調査(人間行動圏実態調査)の現況編が

まとまりました。通勤、通学どきなどの乗用車利用が

全国に比べズパ抜けて高く、反対に鉄道・パスなど大

量輸送機関があまり利用きれないという興味深い事実

も判明。県では、これらのデータを解析、将来の交通

形態を策定する予定です。
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ア月23日.10特定疾患の調査ヘ

特定疾患対策では先進県の富山県。 23日、県特定疾

患対策協議会が聞かれ、 10月からクローン病など10疾

患の実態調査を進めることになりました。

現在までに入院・通院とも無料の疾患は100 10月か

らビュルガー病など 5疾患が、新たに無料となります。

今回の調査は、これら以外の難病についても実態を明

らかにし、現在23ある県独自の一部医療費補助の対象

に加えるなどにより、難病対策を拡大しようというも

のです。

一ママさんバレー
ア月25日 ・ 富山市

円 LJW'東クラブが全国優勝

東京で聞かれた第 6回全国家庭婦人バレーボール大

会最終日の25日、 D組で「富山市東クラフ〉が見事に

優勝、結成以来 1年 10カ月で快挙をなしとげました。

富山市東クラブは平均年令32.8オ、家事や育児の合

間をぬっての厳しい練習に|耐えてきたあとの栄冠とあ

って、選手の喜びはひとしおでした。

ア月26日e 10月4日を「土(っち)の日」に

県水田地力増強対策推進協議会は、新たに 10月 4日

を「土の日」とするなど、今年度の、よい土づくりい

対策を決めました。

この日協議会は、家畜ふん尿の土壌還元によりホよ

い土づくり込を進めようと、新たに畜産課を加えて体

制を強化。この他、 8月を「土づくり普及月間」、 10月

を「土づくり強調月間」と決めました。

ア月28日e6昨を目標とした生涯教育

県生涯教育推進本部は、 28日、昭和60年を目標とし

た長期の生涯教育推進方策を決定しました。学校教育

偏重を改め、幼児から老人までを含めた「生きがい教

育」を進めるため、本年度については乳幼児教育と県

民 1人 1スポーツの推進に力を入れ、 「親と子の楽し

い体力テスト」の普及、実施につとめることになりま

した。



九
月
二
十
二
日
か
ら
十
月
一
日
ま

守
る

凶
運
転
者
等
を
保
護
す
る
た
め
の

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
、

「
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
運
動
は
、

川
歩
行
者
と
自
転
車
利
用
者
の
事

故
防
止
、
と
く
に
こ
ど
も
(
幼
児

学
童
)
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら

で
の
十
日
問
、

ヘ
ル
メ

ッ
ト
の

着
用
を
推
進
す
る

の
ニ
点
に
重
点
を
お
い
て
展
開
し
ま

す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

全
国
一

減
ら
な
い
こ
ど
も
と
老
人
、

自
転
車
利
用
者
の
事
故

全
体
的
に
交
通
事
故
が
減
少
し
て

い
る
な
か
で
、
逆
に
増
え
て
い
る
の

が
、
こ
ど
も
、
老
人
、
自
転
車
に
乗

る
人
の
交
通
事
故
。

こ
の
た
め
今
回
の
運
動
で
は
、
生

活
道
路
網
づ
く
り
や
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
の
新
設
、
再
点
検
、
交
通
安
全
教

室
な
ど
、
従
来
か
ら
の
対
策
を
さ
ら

に
強
め
て
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用

者
の
事
故
防
止
を
は
か
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
安
全
効
果
を
知
り
ま
し
ょ

ヲ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、
現
在
、

高
速
道
路
を
走
る
と
き
だ
け
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の
調
査

で
、
高
速
道
路
に
お
い
て
も
、
着
用

は
わ
ず
か
六

・
二
行
に
す
ぎ
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
四
月
か
ら
七
月
の
間

に
高
速
道
路
で
死
亡
し
た
二
七
名
の

い
ず
れ
も
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

け
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
調
査
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

の
鹿
の
子
ゆ
り
団
地

魚
津
市
長
引
野
・
西
布
施
鹿
の
子
ゆ
り
根
生
産
組
合

*
鹿
の
子
ゆ
り

原
産
地
は
鹿
児
島
県
の
践
島
。
国
内
で

か
東
洋
の
幻
想
。
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

諸
国
で
人
気
が
あ
る
。
花
も
ち
が
よ
く
、

が
輸
出
さ
れ
る
。

十
月
の
中
旬
か
ら
下
.
句
に
か
け
て
球
根

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
花
は

切
り
花
用
と
し
て
、
県
内
産
の
ほ
と
ん
ど

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
な
い
理
由

と
し
て
、
「
面
倒
だ
か
ら
」
「
窮
屈
だ

か
ら
」
と
い
っ
た
も
の
が
半
数
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
衝
突
事
故
に
よ
る
死

亡
の
う
ち
に
は
、
車
か
ら
投
げ
出
さ

れ
る
、

ハ
ン
ド
ル
で
胸
を
打
つ
、
車

内
の
構
造
物
で
頭
を
打
つ
、
と
い
っ

み
ら
れ
ま
す
。
シ

l
ト
ベ
ル
ト
は

た
損
傷
に
よ
る
も
の
が
極
め
て
多
く

れ
ら
の
損
傷
か
ら
運
転
者
を
守
っ
て

く
れ
る
わ
け
で
、
着
用
に
よ
っ
て
図

ー
の
よ
う
に
受
傷
危
険
率
が
減
少
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
度
走
行
、
低
速
走
行
の
い
ず
れ

を
問
わ
ず
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
、

安
全
を
期
し
ま
し
ょ
う
。

つ
ぎ
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

四
O
M
/
h
以
上
の
最
高
速
度
が
定

め
ら
れ
て
い
る
区
間
を
自
動
二
輪
車

図1シートベルト着用に

よる受傷危険減少率

を
植
え
こ
む
と
、
真
夏
の
七
月
下
旬
か
ら

で
走
る
と
き
、
着
用
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
こ
と
し
七
月
か
ら
は
、

無
着
用
者
に
違
反
点
数
一
点
が
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
着
用
率
を
警
察
庁
で
調

査
し
た
結
果
で
は
、
六
四
が
れ
と
必
ず

し
も
満
足
で
き
る
数
字
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

図
2
に
見
る
と
お
り
、
昨
年
の
自

動
二
輪
車
事
故
で
は
頭
部
損
傷
が
原

因
で
死
亡
し
た
人
が
多
く
、

へ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た
ら
、
半
数
の

人
は
助
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す。

20  

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

自
分
の
生
命
を
守
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
運
動
を
機
に
、
車
に
乗
る

ば
あ
い
は
必
ず
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
励
行
し
て
く

ず

-
E
-

、。

今ム

e
J
C

し

高速走行時

図2 自動二輪車事故死t
者の損傷部位とヘルメット

着用の有無(昨年)

低速走行時

お
盆
過
ぎ
ま
で
次
々
と
開
花
。
赤
と
自
の

花
は
優
雅
で
か
れ
ん
。

と
く
に
日
本
庭
園

の
緑
と
よ
く
調
和
し
す
ば
ら
し
い
。

*
長
引
野
の
鹿
の
子
ゆ
り

全
国
一
の
集
団
産
地
を
誇
る
魚
津
市
長

引
野
で
は
、
昭
和
三
三
年
に
三
戸
の
農
家

が
百
球
導
入
し
た
の
が
最
初
。
栽
培
希
望

者
が
次
々
と
増
え
て
、
現
在
三
八
戸
の
農

家
が
二
ハ
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
栽
培
し
、
こ
と

し
は
一
四
五
万
球
の
出
荷
が
見
こ
ま
れ
て

い
ヲ
。
。

*
鱗
片
繁
殖
で
品
質
向
上

従
来
の
栽
培
は
、
茎
の
基
に
で
き
る
木

子
を
二
か
年
植
え
替
え
肥
大
し
た
も
の
を

こ
れ
で
は
ウ
ィ
ル
ス
病

に
侵
き
れ
や
す
い
の
で
、
昭
和
四
八
年
か

ら
無
病
の
健
全
な
母
球
に
よ
る
鱗
片
繁
殖

法
を
と
り
入
れ
た
新
し
い
栽
培
体
系
に
変

え
つ
つ
あ
る
。

出
荷
し
て
い
た
。

生
産
組
合
で
は
、
こ
の
新
し
い
栽
培
方

法
に
よ
る
品
質
向
上
の
ほ
か
、

機
械
を
高

度
に
利
用
し
た
技
術
の
向
上
と
組
織
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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極楽坂スキー場

粟巣野スキー場

(みんなの力で成功させよう・会期4日間昭和問2月1]日国母2月iI4日因】

f 
みなさんの県民課から「お知らせ」 、

みなさんの県民課は、県庁の豆聞の右側にありま

す。県民課(革、県民のみ芯さんのこ意見やご希望、

ご相談を受け県政に反映する く公聴係〉 と、県の施

策をみなさんに一日も早くお知らせする く広報係〉

ガあって、みなさんと県とのパイプ役としての次の

ような仕事をしています。

・テレビ「みん怠の県政J でお楽しみ下さい。

*北日本放送(KNB) 

岳週の日曜日、午前9時ガら30分間力ラー放送

小学生のコーラス紹介、県施策を対談 ・座談会など

でわかりやすく解説しています。

*富山テレビ (T34) 

岳遭の月曜日から土曜日までの包日、午後5時45分

から5分間力ラ版送

県からのお知らせ、一口メモ、若者の広場¥みなさ

んの声などをユ二 7に放送。

.月刊誌「みん怠の県政」 は包月5日頃に発行

県政の施策の解説、生活知識など登載しています。

-新聞「みんなの県政J は4紙に登載

毎月の最終土曜日に、北日本 ・富山 ・読売 ・北陸中

日の各新聞に、県政の最近の動きや主主近なお知らせ

を載せています0

・ご相談ごとはお気軽lこ県民相談室へ

生活上のご相談、県政への希望、ご意見など、気軽

に次の相談室をご利用ください。

富山県県民課

〒930富山市新総由軒?の7ft(0764)31-4111 

高岡地方県民相談室

〒933高岡市赤祖父211高岡総合庁舎内

包 (0766)21-9411 

魚津地方県民相談室

干937魚津市新宿10-7魚津総合庁告内

包 (0765)24-5311

砺波地方県民相談室

干939-13砺波市圭町1-7砺波総合庁告内

包 (07633)3-5151 

.みんなの県政9月号.No.80.企画発行富山県県民生活局県民謀富山市新総曲輪 Iの7ft31-4111干930
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